
海洋・気象研究室 （大澤輝夫准教授） 

  海上の気象現象をコンピュータで科学する 

 洋上風力エネルギーの利用や船舶の安全航行、マリンレャー等において、海上での気象現象の把握は非
常に重要です。本研究室では、大規模なコンピュータを用いて気象現象の数値シミュレーションを行い、
現象の解明や解析、高精度な気象情報のデータベース化を行っています。 

 実際に大気中で起こる気象現象を実験室で再現
することはできません。そこで気象の分野では、
気象モデルというソフトウェアを使って気象現象
をコンピュータ上で再現します。これを数値シ
ミュレーションと言います。気象モデルとは、大
気を格子状に分割し、各格子での風速や温度，気
圧，降水量などを、大気力学や熱力学に関する方
程式に基づいて数値的に解くものです。気象モデ
ルの計算は、計算量が非常に多いので、演算速度
の速い並列計算機が必要になります。 

 気象現象の数値シミュレーション 

図1 温帯低気圧のシミュレーション例 

 メソ気象モデルWRFとその計算精度検証 

 新たな風況精査手法の提案に向けた取り組み 

 洋上風力資源量調査  ～風況マップの作成～ 

図2  台風のシミュレーション例 

図4 QuikSCAT衛星データとWRFによる風況マップ 図5   WRFによるドイツ沿岸の風況マップ （ドイツとの共同研究） 

 洋上風力発電開発の成功の鍵は、
如何に風速の高い海域を見つけられ
るかどうかにかかっています。その
ために、高精度な風況マップ（風力
資源量地図）が必要となります。風
の観測値が容易に得られない洋上に
おいて風況マップを作成する際には、
メソ気象モデルによるシミュレー
ションが活用されます。その精度を
向上させることが我々の仕事です。 

ブイ観測・数値計算ハイブリッド型洋上風況調査システムの構築
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図6 ブイ観測とWRFによる安価・簡便な風況調査手法 

Mean speed 9.19 m/s 9.58 m/s

Bias -0.27 m/s (-2.8 %) 0.12 m/s (1.3 %)

RMSE 1.65 m/s (17.4 %) 0.96 m/s (10.1 %)

Correlation 0.91 0.97

Regression Line
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図7 ドイツFINO3での同手法の精度検証結果 

 洋上風力発電の候補海域が決まると、次の
ステップとして、その海域の風力資源をさら
に詳細に検討する風況精査が始まります。洋
上においては今のところ鉄塔やマストを立て
て風車ハブ高度の風速を計測する方法が主流
です。しかし鉄塔やマストは非常に高価であ
り、また浮体式風車が対象とする水深50m以
上の海域では建設できません。そこで我々は、
鉄塔やマストに変わる手法として、ブイと気
象モデルを用いる手法を提案しています。 
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JAN 731 8.88 8.42 -0.47 -5.27 1.92 21.66 0.87 JAN 731 7.07 7.13 0.06 0.81 1.85 26.21 0.86 

FEB 633 9.36 8.75 -0.61 -6.52 2.05 21.94 0.88 FEB 633 6.48 6.64 0.21 3.18 1.86 28.74 0.84 

MAR 723 8.89 8.70 -0.19 -2.12 1.91 21.48 0.87 MAR 723 6.51 6.81 0.29 4.46 2.02 31.08 0.78 

APR 682 7.98 8.03 0.05 0.62 1.94 24.27 0.88 APR 682 5.95 6.24 0.27 4.55 1.88 31.52 0.81 

MAY 736 6.66 6.94 0.28 4.23 1.70 25.46 0.87 MAY 736 5.61 5.63 0.01 0.14 1.81 32.29 0.80 

JUN 693 4.83 5.68 0.85 17.64 2.07 42.93 0.75 JUN 693 4.39 4.81 0.33 7.61 1.94 44.14 0.71 

JUL 707 4.11 4.44 0.33 8.14 1.75 42.70 0.74 JUL 707 3.74 3.97 0.28 7.48 1.84 49.14 0.71 

AUG 719 4.63 5.26 0.63 13.59 1.66 35.82 0.81 AUG 719 3.83 4.25 0.42 10.90 1.73 45.30 0.70 

SEP 704 5.58 5.66 0.08 1.48 1.76 31.54 0.84 SEP 704 4.37 4.21 0.02 0.39 1.77 40.60 0.74 

OCT 722 7.17 7.65 0.48 6.65 2.03 28.37 0.83 OCT 722 4.79 5.47 0.62 12.88 2.02 42.27 0.75 

NOV 704 7.20 7.30 0.10 1.33 1.78 24.72 0.87 NOV 704 5.27 5.64 0.29 5.45 1.77 33.52 0.82 

DEC 708 8.89 9.03 0.14 1.54 1.92 21.61 0.88 DEC 708 7.40 8.12 0.66 8.86 1.99 26.89 0.87 

Annual 8462 7.00 7.15 0.14 2.06 1.88 26.82 0.87 Annual 8462 5.45 5.74 0.29 5.37 1.87 34.36 0.83 

(b) 京大防災研白浜海象観測鉄塔 

(a) 国交省和歌山南西沖ブイ 

図3  和歌山県白浜沖海域におけるメソ気象モデルWRFによる数値シミュレーションの精度検証 

 数kmから数千kmくらいまでの広がりを持っ
た気象現象を再現するのに用いられる気象モデ
ルをメソ気象モデルと言います。その中で世界
で最も使われているものが、米国で開発された
WRFです。我々はこのWRFを用いて海上の気象
現象の数値シミュレーションを行っています。
そして、洋上風力資源調査等の応用研究ではそ
の再現精度が特に重要になるため、観測値のあ
る和歌山県白浜沖海域を中心に、WRFによる海
上風推定精度の検証を行っています。 
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